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１． プロジェクトメンバー（氏名・学部・学年・役割） 

山田麗香・現代マネジメント学部現代マネジメント学科３年・代表者、プロジェクトの統括、予算の管理 

高橋華・現代マネジメント学部現代マネジメント学科３年・トヨタレンタリース愛知等との折衝 

坂根璃胡・現代マネジメント学部現代マネジメント学科３年 

角田遥彩・現代マネジメント学部現代マネジメント学科３年 

二ノ宮杏璃・現代マネジメント学部現代マネジメント学科３年 

野田歩実・現代マネジメント学部現代マネジメント学科３年 

松田成未・現代マネジメント学部現代マネジメント学科３年 

武藤愛佳・現代マネジメント学部現代マネジメント学科３年 

山下美並・現代マネジメント学部現代マネジメント学科３年 

アンケート調査の実施、実証実験プランの作成は全メンバーで取り組んだ。 

 

２． プロジェクト開始の背景・経緯や目的等 

プロジェクトメンバーは、2024年 2 月の『EMIRA ビジコン 2024 エネルギー・インカレ』（主催：EMIRA

編集委員会（株式会社 KADOKAWA、東京電力ホールディングス株式会社、株式会社読売広告社）、早稲

田大学パワー・エネルギー・プロフェッショナル育成プログラム（PEP））において「マンション区分所

有者間のカーシェアリング」をテーマに、大規模なマンション内の駐車場には休日にしか使用されていな

い車が多く駐車されており、使用していない時間に他のマンションの住人に貸し出すカーシェアリングの

仲介ビジネスとそのためのアプリを提案して TEPCO 賞を受賞した。 

 移動手段である車が殆どの時間は駐車場に置かれているだけで利用されていない点に着目したことは

「自家用車」を各家庭が所有するというスタイルの課題を浮き彫りにし、変革期にある自動車の本質的な

問題を指摘している。マンション内でのカーシェアリングの普及は自動車の在り方を根本から変えること

につながる。 

 自動車は自動運転や EV（電気自動車）等のエコカーへの転換だけでなく、社会全体における在り方も

変革期にある。そのためトヨタ自動車は静岡県裾野市で自動車の在り方を実証実験するウーブンシティを

建設中で 2025 年秋からの実施を目指している。カーシェアリングに関するビジネスプランをトヨタ自動

車とウーブンシティを運営するウーブンバイトヨタに紹介したところ、実現可能な提案として評価され、

事業化やウーブンシティでの実証実験に向けたアドバイスを受けた。 

その経験を踏まえて令和 6 年度の学生チャレンジプロジェクトで「トヨタ自動車との連携によるウーブ

ンシティでのマンション内でのカーシェアリングの実証実験に向けた取組」に取り組んだ。令和 6 年度の

プロジェクトでは、マンション内でのカーシェアリングを 2025 年からウーブンシティで実証実験を行う

ための準備として、①顧客ニーズの把握のためのアンケート調査、②実証実験プランの作成、③トヨタ自

動車・ウーブンバイトヨタ等との折衝、④ウーブンシティ等のトヨタ自動車の関係施設への訪問、を行っ

た。社会を大きく変える新たな自家用車の在り方をとして、自家用車でなく、「集合住宅車」といえるもの



を目指すことに取り組んだ。 

マンション内でのカーシェアリングの実現で、①個人にとってはクルマの維持費の削減、②企業にとっ

ては新たなビジネスチャンスの創出、③マンションの管理組合にとってはマンション内のコミュニティ形

成の促進や自転車やベビーカー、レジャー用品等の他の個人所有の機材の共有化、④社会全体としては自

動車の台数の削減による生産や廃棄にかかる資源とエネルギーの削減、駐車場の建設コストとエネルギー

の削減、無駄な自動車の利用の削減、というメリットがある。その結果、SDGs の 7．エネルギーをみん

なに そしてクリーンに、9．産業と技術革新の基盤をつくろう、11．住み続けられるまちづくりを、12．

つくる責任 つかう責任、の達成にも貢献する。 

 本取組の実現のために、既に実施されているマンション内でのカーシェアリングの事例を調査したが、

カーシェアリングの事業者がマンションの敷地内に１台～２台程度を設置して住民が利用するというもの

であり、区分所有者間での貸し借りは行なわれていなかった。その理由は、高額な車両を貸したくないと

いう意識、事故等のトラブルへの危惧、料金設定の困難さ、責任主体の明確化の必要性、が挙げられる。 

カーシェアリングに関する先行研究としては、カーシェアリングの技術的な課題、具体的には EV によ

るカーシェアリングのカーボンニュートラルへの貢献や移動の最適化に関する研究が行われていた。本取

組に関連する研究として、カーシェアリングのシステムに関しては、岩渕泰治「AIと IoTから見たカーシ

ェアリング」『運輸と経済』第 77巻第 6 号、47～55 ページ、2017年では、パーク２４のカーシェアリン

グを事例として、事業者の立場から事業化の経緯やその展開のための工夫、具体的には利用データの蓄積

による新たな制度設計や事故の防止、さらには自動車への関心や所有意欲の高まり等が示された。永野清

仁・杉山学・松井猛・草野邦「大学におけるカーシェア実証実験と大学生のモビリティ意識分析」『群馬大

学社会情報学部研究論集』第 30 巻、37～56 ページ、2023 年では、群馬大学におけるカーシェアリング

の実践事例とアンケート調査による利用者意識が示された。地方の郊外型の大学では利用者のニーズにマ

ッチすることでカーシェアリングが導入しやすい。一方で、愛知県はクルマ社会であり自家用車の保有率

が高く、カーシェアリングが普及しにくい。そのため大学でのカーシェアリングは導入されていない。 

 

３． プロジェクトの成果及び達成状況 

２．で述べたように、マンション内でのカーシェアリングの実証実験をウーブンシティで行うために、

①顧客ニーズの把握のためのアンケート調査、②実証実験プランの作成、③トヨタ自動車・ウーブンバイ

トヨタ等との折衝、④ウーブンシティ等のトヨタ自動車の関係施設への訪問、を行った。 

①に関しては、一般の方と椙山女学園大学の大学生を対象としたアンケート調査を行い、以下の知見を

得た（添付資料①、添付資料②）。 

（１）マンション内でのカーシェアリングに関する意識調査（2024年 6月～10 月に実施、96 件の回答） 

一般の方を対象としてマンション内でのカーシェアリングに関する意識調査を行った。対象は椙山女学

園大学のオープンキャンパスに来場し、プロジェクトメンバーによる学生プレゼンテーションを聞いた高

校生と保護者とした。オープンキャンパスの来場者は不特定多数であり、愛知県や岐阜県、三重県内の各

地から来ている。高校生だけでなく保護者も対象としたことで性別や年齢はばらつきがあり、標本は無作

為抽出になる。かつ、プロジェクトメンバーによる発表でアンケートの趣旨やカーシェアリングに関する

一定の理解が得られた上で回答していることでより正確な意見が反映された。オープンキャンパスの来場

者である高校生や保護者にアンケートを実施したことで、現代マネジメント学部での学びをより具体的に

知ることになり、オープンキャンパスの目的である入学広報としても効果があった。また、本学が学生の

意欲的な活動を支援しているという学生チャレンジプロジェクトの PR にもなった。 

アンケートは個人情報保護や入試の公平性と利益相反等に留意して実施した。個人情報保護に関しては、

個人名、住所、電話番号、メールアドレス等は収集しない、入試の公平性に関してはアンケートへの回答

が入学への義務ではなく選考において有利になることではないことを示した。利益相反に関しては、入学

広報のための学生プレゼンテーションの担当者として立場とプロジェクトメンバーとしての立場の一方を

優先した取組にならないように留意した。 

オープンキャンパスの各日の学生プレゼンテーションの実施後に QR コードを示し回答を依頼した。ま

た、責任教員のゼミの X（https://x.com/SugiyamaMizuno）にて回答を募集した。結果、回答数は 96 件

となった。 



アンケート結果から、現状のレンタカーやカーシェアリングを利用していない者は 75.3％であり、利用

が少ないことが示された。その背景には、愛知県は車社会であり、自家用車の保有が高いことがある（今

回のアンケートでは 68.1％）。マンション内でのカーシェアリングの利用に関しては、利用したい、利用

したくない、わからない、がほぼ３分の１ずつの回答であり、回答者の 71.6％が自己所有の戸建てに住ん

でおり、マンションでのカーシェアリングがイメージしづらいことから判断しにくかったと考えられる。

カーシェアリングに自分の車を貸したくないが 64％と多いことも、カーシェアリングの認知度や理解が低

いことが背景にあると考える。 

（２）学生の自動車利用やカーシェアリングに関する意識調査（2025年 1 月に実施、36 件の回答） 

椙山女学園大学の学生を対象に大学にカーシェアリングを設置した場合の利用に関するアンケート調査

は、責任教員の授業で関連した科目（マクロ経済学入門①（地域の課題をマクロ経済学で考える）、データ

分析（質問紙の作成、アンケートの実施と集計）の受講者を対象に行った。授業の受講者にアンケートを

実施したことで Google Formsを活用したアンケートの実施の方法、質問内容や集計方法等について実践

的な学びとなり、大学教育としても効果があった。 

アンケートは個人情報保護や授業の成績評価の公平性に誤解が生じないように実施した。個人情報保護

に関しては、個人名、住所、電話番号、メールアドレス等は収集しない、授業の成績評価の公平性に関し

てはアンケートへの回答が授業の履修や単位取得の義務ではないことを示した。 

該当授業の Google Classroom で回答を依頼したが、回答が任意であることで回答数は 36 件となった。 

アンケート結果により、若者のクルマ離れ、免許離れと言われているが、愛知県はクルマ社会であるこ

とから免許保持、取得意向は 85％以上と高いこと、普段使用している車は軽自動車やコンパクトカーであ

ることが示された。大学に設置したカーシェアリングは、価格は 1 時間 900 円～1000 円程度、時間は 3

時間未満の利用が想定された。運転しやすい車で、車内 Wi-Fi、 Bluetooth 機能、スマートフォン充電器

があるとよいとの意見であった。大学にカーシェアリングを設置した場合に 8 割程度が利用したいとの回

答であり、ニーズがあることが示された。 

②に関しては、アンケート調査によってカーシェアリングの認知度が低いことが明らかとなったことか

ら、ウーブンシティでの実証実験の前にカーシェアリングの認知度を高めることが必要であると考え、椙

山女学園大学へのカーシェアリングの導入の実証実験について検討した（添付資料③）。具体的には、椙山

女学園大学の建設中の新校舎や星が丘テラスの既存の駐車場へのカーシェアリングの設置により利用の動

向について調査することを考えた。カーシェアリングの設置場所を椙山女学園大学内だけでなく既存の星

が丘テラスの駐車場を利用すれば新校舎の完成を待たずにすぐに実施することが可能であり、利便性が高

まる。実証実験であるため３か月程度の期間を区切って実施する。設置する車両は運転しやすいコンパク

トカーで、かつ、衝突安全性や自動ブレーキ等の安全装備を備えたものとする。 

 新校舎の完成・使用開始は 2027 年 4 月からを予定しているため、まずは既存の星が丘テラスの駐車場

に椙山女学園大学の学生が利用するカーシェアリングの車両を設置して実証実験を行う。実証実験では以

下について把握し、本格的な設置に向けての検討に使用する。 

・車両の利用状況（利用時間、移動場所等（個人情報として収集せずにビッグデータ化して解析）） 

・運営上の課題（車両の清掃、維持管理） 

・事故等の発生や対応（重大事故を想定しているのではなく、車両に傷をつける等の日常的に起こりうる

事故を想定） 

 星が丘テラスの駐車場に設置することで、商業施設の利用者や近隣住民の利用も可能とする。但し、学

生には学割を適用するなど、料金は差別化する。大学は土・日・祝日等の休日や夏・冬・春の長期休暇が

あり学生が来ない期間があり、その期間の利用が少ないことで食堂やコンビニ等も営業が困難となってい

る。他の利用者があること、特に、商業施設は休日の利用者が多いことで利用者の平準化を図ることが出

来る。 

 星が丘テラスの駐車場での実証実験が成功すれば、2025年秋以降のウーブンシティでの実証実験、2027

年 4月からの新校舎での導入が可能となる。（新校舎への設置のためのデータが得られる。） 

③に関しては、2024年 4 月 18日（対面）にトヨタ自動車から、2024年 4月 25日（オンライン）にウ

ーブンバイトヨタから、大規模マンション内でのカーシェアリングの事業化についてアドバイスを受けた。

それ以降に関しては、ウーブンシティはパートナー事業者以外との接触を控えていることから、関連する



事業者としてＡＴグループのトヨタレンタリース愛知に協力して頂き、②で述べたようにカーシェアリン

グの普及のための取組、具体的には大学への設置について検討した（添付資料③）。 

2025年 1月 30 日にトヨタレンタリース愛知を訪問し、アンケート調査の結果の報告と椙山女学園大学

や星が丘テラス等へ大学生が利用するカーシェアリングの設置に関する提案を行った。 

④に関しては、ウーブンシティは現在は訪問を一切断っており、2025年秋以降の訪問となるため、次年

度以降の課題とした。（令和 7 年度の学生チャレンジプロジェクトに「椙山女学園大学星が丘新キャンパ

スでのカーシェアリングの実証実験に向けた取組」を申請している。） 

 

４． 大学や地域・社会へ与えた影響 

・既に実施されているマンション内でのカーシェアリングの事例では、カーシェアリングの事業者がマン

ションの敷地内に１台～２台程度を設置して住民が利用するものである。（本報告書はネットにて公開され

るものであり、具体的なマンション名や事業者名は記載していない。）その場合、土日等の休日に利用が多

く予約できないという問題がある。本提案のマンション内での区分所有者が所有する自家用車によるカー

シェアリングであれば、50 戸～70 戸程度のマンションで休日も含めて常時 20 台程度は利用可能な状況と

なり、ネックとなっている利用の制約が解消される。 

・この提案や実証実験の意義は関係者に高く評価されており、トヨタレンタリース愛知より協力の申し出

があった。トヨタレンタリース愛知が属する AT グループ（旧愛知トヨタ）は日本を代表する自動車ディ

ーラーであり、創業期のトヨタ自動車を支えたエピソードは広く知られている。自動車の変革期に当たり

ディーラーの在り方も変化している中で、本学との取組で新たな視点での展開が期待できる。 

・オープンキャンパスの学生プレゼンテーションで発表したことで本学への入学を希望する高校生や保護

者に具体的な学びの方法と成果を伝えることが出来た。大学に進学していない保護者や大学教育を受けて

いても現在行われているようなアクティブラーニングを経験していない保護者もいるため、教育内容と成

果を伝える上で非常に意義があった。次年度のオープンキャンパスではカーシェアリングの車両の展示等

のインパクトのある内容も考えられる。 

・2025年 3 月 8日の名古屋大学で開催された『大学教育改革フォーラム in 東海 2025』の分科会「産学官

連携教育」において責任教員が「学生の主体性を育むための産学官連携によるアクティブラーニング」と

して本取組を紹介した。 

 

５． 今後の課題 

・マンション内でのカーシェアリングの事業化は関係者から評価されている。最終的にはマンション内で

のカーシェアリングの実現で新たな自家用車の在り方である「集合住宅車」を目指すが、そのための実証

実験をウーブンシティで行うためには実績が必要である。ウーブンシティは一般の起業家にも広く機会を

提供するとされているが、実績のない起業家の提案が採択されるとは考えられない。トヨタ自動車とウー

ブンバイトヨタが納得する実績を積むことが必要であり、そのためには星が丘でのカーシェアリングの設

置による実績が必要である。 

2 月 26 日に椙山女学園大学で開催された学生チャレンジプロジェクトの成果報告会にはトヨタレンタ

リース愛知と東山遊園（星が丘テラス）の関係者が参加している。令和 7年度の学生チャレンジプロジェ

クトに「椙山女学園大学星が丘新キャンパスでのカーシェアリングの実証実験に向けた取組」を申請して

おり、次年度にトヨタレンタリース愛知と東山遊園と協力して星が丘での実証実験を実現することがウー

ブンシティでの実施に向けた第一歩となる。 

・「ウーブンシティには終わりはない」（技術は永遠に進歩していく）ということから、本事業は後輩へ引

き継ぎ、継続していく事業となる。次年度はプロジェクトメンバーは 4 年生となることから、後輩により

継続できる体制の構築を目指す。 

・本事業は新校舎建設に向けて意義のある取組となる。特に、新校舎が商業施設、大規模図書館「アクテ

ィブ・ライブラリー」、マンション等と隣接し、連携するものとなることが期待されていることで、カーシ

ェアリングの導入は大学生以外の多くの人の利用で地域に貢献するものとなる。 

 

 



ウーブンシティでの実証実験までの行程表 

 2024 年 2025 年 2026 年 2027 年 2028 年 

・基礎的調査 

・アンケート調査 

・実証実験プランの作成 

・トヨタレンタリース愛知・東山遊園（星が丘テ

ラス）との折衝 

・椙山女学園大学・星が丘テラスでの実証実験 

・ウーブンバイトヨタ・トヨタ自動車との折衝 

・ウーブンシティへの訪問 

・ウーブンシティでの実証実験 

     

注：プロジェクトメンバーは後輩へ引き継いでいく。 

  現代マネジメント学部だけでなく必要に応じて他学部へも広げていく。 

  例、建築関係の知識が必要な場合には生活科学部の学生の協力を受ける。 

 

 

・事業の成果の詳細を示すために、以下の資料を添付する。 

添付資料① 一般向けのアンケート調査の結果 

添付資料② 椙山女学園大学の大学生へのアンケート調査の結果 

添付資料③ 椙山女学園大学・星が丘へのカーシェアリング設置の提案の発表資料（2025年 2月 26 日の

成果報告会で発表） 

 

 





















性別
36 件の回答

年齢 
半角の数字で入力してください。
36 件の回答

学生の自動車利用やカーシェアリングに関
する意識調査
36 件の回答

分析を公開

コピー

男性
女性
その他
回答しない

100%

コピー

18 19 20 21
0

5

10

15

20

6 (16.7%)

18 (50%)

4 (11.1%)

8 (22.2%)

https://docs.google.com/forms/d/1r2w8CZ7iWTjNyiI8QeqDglnz55C6-wOaaLkIKwg9RqI/edit#start=publishanalytics
admin
テキスト ボックス
添付資料②



自動車の運転免許を持っていますか。
36 件の回答

クレジットカードの有無（料金の支払いに必要なため）
36 件の回答

車の主な使用目的は何ですか。（複数回答可）
28 件の回答

コピー

持っている
持っていない
現在は持っていないが、在学中
に取得する予定である

25%
13.9%

61.1%

コピー

所有している
所有していない55.6%

44.4%

コピー

0 10 20 30

通学

買い物

家族の送迎

趣味としてのドライブ

その他

2 (7.1%)2 (7.1%)2 (7.1%)

21 (75%)21 (75%)21 (75%)

4 (14.3%)4 (14.3%)4 (14.3%)

13 (46.4%)13 (46.4%)13 (46.4%)

3 (10.7%)3 (10.7%)3 (10.7%)



その他の方は、お答えください。
3 件の回答

病院通い

バイトの通勤

アルバイトに行く時

車の利用頻度はどの程度ですか。
25 件の回答

普段はどのような車に乗っていますか。
27 件の回答

コピー

月に１回程度
月に２～３回程度
月に４回以上

44%

24%

32%

コピー

セダン
SUV
軽自動車
その他

14.8%

25.9%

37%

22.2%



その他の方は、お答えください。
6 件の回答

ベルファイア

わからない

コンパクトワゴン

コンパクトカー

ミニバン

ジューク

誰と車に乗ることが多いですか。
30 件の回答

その他の方は、お答えください。
1 件の回答

彼氏

レンタカーやカーシェアリングを利用することがありますか。
31 件の回答

コピー

一人
家族
友人
その他

83.3%

コピー

年に数回
月に数回
週に数回
利用しない

93.5%



カーシェアリングで希望する１時間の料金はいくらですか。　　
20 件の回答

カーシェアリングを利用する際、1回につき何時間程度借りますか。
17 件の回答

カーシェアリングの車にあるとよい機能やサービスを教えてください
（複数回答可）。
28 件の回答

その他の方は、お答えください。
0 件の回答

この質問にはまだ回答がありません。

コピー

900円
1000円
1100円
1200円以上10%

45%

45%

コピー

30分以下
1時間程度
2時間程度
3時間以上

11.8%

35.3%

23.5%

29.4%

コピー

0 10 20 30

車内Wi-Fi

Bluetooth機能

スマートフォンの充電器

テレビ

その他

19 (67.9%)19 (67.9%)19 (67.9%)

21 (75%)21 (75%)21 (75%)

18 (64.3%)18 (64.3%)18 (64.3%)

6 (21.4%)6 (21.4%)6 (21.4%)

0 (0%)0 (0%)0 (0%)



カーシェアリングの車を使おうと思う理由は何ですか。
21 件の回答

その他の方は、お答えください。
0 件の回答

この質問にはまだ回答がありません。

カーシェアリングの車両を選ぶ基準は何ですか。
22 件の回答

その他の方は、お答えください。
0 件の回答

この質問にはまだ回答がありません。

コピー

遠い場所への移動
重い荷物を運ぶ
レジャー
その他

23.8%
19%

57.1%

コピー

乗車定員が多い
荷物が多く積める
運転がしやすい
スタイル
その他

13.6%

72.7%

13.6%



椙山女学園大学に学生が利用できるカーシェアリングの車を設置するこ
とを考えています。利用したいかをお答えください。
36 件の回答

その他の方は、お答えください。
0 件の回答

この質問にはまだ回答がありません。

椙山女学園大学に設置したカーシェアリングの車を利用の用途をお教え
ください。（授業の空き時間などの短時間での利用を想定しています。
具体例、近隣のお店での買い物、らくスパガーデン名古屋等への移動）
36 件の回答

その他の方は、お答えください。
0 件の回答

この質問にはまだ回答がありません。

コピー

利用したい
利用したくない
その他22.2%

77.8%

コピー

買い物
レジャー（らくスパガーデン名
古屋等）
ドライブ
その他

33.3%

19.4%

44.4%



椙山女学園大学にカーシェアリングを設置する場合に求めることなど自由にお書きく
ださい。
4 件の回答

学割

運転しやすい車

料金が安く済むこと

いつでも利用できる

自動車の在り方やカーシェアリング等に関して、ご意見など自由にお書きください。
1 件の回答

アイサイト付き

ご協力ありがとうございました。アンケート調査の結果は研究発表等に活用させ
て頂きます。

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。 - 利用規約 - プライバシー ポリシー

Does this form look suspicious? レポート

 フォーム

https://policies.google.com/terms
https://policies.google.com/privacy
https://docs.google.com/forms/d/1r2w8CZ7iWTjNyiI8QeqDglnz55C6-wOaaLkIKwg9RqI/reportabuse
https://www.google.com/forms/about/?utm_source=product&utm_medium=forms_logo&utm_campaign=forms
https://www.google.com/forms/about/?utm_source=product&utm_medium=forms_logo&utm_campaign=forms
https://www.google.com/forms/about/?utm_source=product&utm_medium=forms_logo&utm_campaign=forms




添付資料③
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リース



















「学割」・「運転しやすい車」・「料金が安く済む」・「いつでも利用できる」などを回答いただいた











東京海上日動若年ドライバーの発見の遅れによる事故を防ぐ 年 月号



東京海上日動若年ドライバーの発見の遅れによる事故を防ぐ 年 月号
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